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2013年度・教員業績評価表入力マニュアル（10頁で構成） 

                                2013年度版 

【入力前の確認】 

●添付のエクセルファイル【2013 年度教員業績評価データ入力表】は、「業績評価データ入力フォ

ーム／業績評価申告票／集計一覧表」で構成されています。「業績評価データ入力フォーム」に文

字・数字を入力すると、「業績評価申告表／集計一覧表」に反映されます。異常な数字が入力され

ていないか、「業績評価申告表」を時々確認しながら入力してください。 

 

●「業績評価データ入力フォーム」の初期設定では、「すべてのコメント表示」となっています（コ

メントはマニュアル内容を簡略化して表示しています）。入力に際し、全ての表示を見えなくする

には、「校閲」→「すべてのコメント表示」をクリックしてください。 

 

●「すべてのコメント表示」をクリックした後、各コーナー右上の赤い▲マークをクリックすると、

そのコーナーのコメントのみが表示されます。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

○多数のご意見により、「総括・意見・次年度申告表」は簡便化し、Ａ４で１枚となっていますので、

合わせて同時に添付で評価部・本事案担当（庶務課）まで送信ください。 

 

 

提出期限：５月９日（金）２１時まで 
 

【提出方法】 

本事案担当（評価部長）まで、二種類（「2013年度教員業績エクセルファ

イル」と「2013年度の総括・意見及び 2014年度申告」）のファイルを送信

提出期限までに以下の形式添付でお願いします。 

ファイル名  ・教員業績（○○）・・・・・・・・エクセル 

   ・総括＿意見＿申告（○○）・・・・ワード 

             ○○は名前 

【提 出 先】 

評価部長(林副学長)メールアドレス(mhayashi@seiryo-u.ac.jp)に提出 

seiryo
タイプライターテキスト
資料43

defuser
スタンプ

seiryo
タイプライターテキスト
教員業績評価マニュアル



 - 2 - 

 

Ａ領域「教育活動」 

 

１．教育の指導に係わる活動（主として授業担当のデータ：成績入力時の学生数をもとにする。） 

 １）学部教育の実績（①総担当科目数・受講学生数、②卒業論文指導・人数、など） 

 ２）大学院教育の実績（①授業科目数・担当学生数、②論文指導、③論文審査の数など） 

２．教育の改善に係わる活動 

 １）授業用教科書の執筆（①教科書・翻訳書・CD など、②教育改善に関する著書・論文・啓蒙書

など、③FDへの企画・運営など） 

 

 A－1 講義・演習・ゼミナール                       N=数 

A－1－1 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 担当科目数；１科目（２単位） 数 5×Ｎ 

A－1－2 担当科目名・学生数 担当延べ学部学生数（一・二部ごとに別記） 

（3ケタ数）/10、（2ケタ数）/8 

Ｎ／10 

Ｎ／8 

 A－1－2－① （例・一部 生涯スポーツ健康科学 150人） → 15 

 A－1－2－② 担当延べ院生数 5×Ｎ 

  

 A－2 論文指導 

＊学部学生の卒研副査も 5×Ｎとし、「Ａ-10」の「その他」に「A-2-1 と記して記載してください 

     ＊修士論文指導における副査は 5×Ｎ とし、「Ａ-10」のその他に「A-2-2」と記して記載してくだ 

さい。 

A－2－1 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 学部学生の卒論指導（担当学生数） 5×Ｎ 

A－2－2 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 修士論文指導（担当院生数） 15×Ｎ 

  

 

A－3 学生、一般用テキスト・図書・メディア・システムの開発等の作成（開発年度） 

＊講義資料は含まない。 

＊重複記載はしない。 

＊「A－3」の領域が多数の場合は、概要欄に一括して記載することも可。 

A－3－1 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 単著、監修、共著（ファースト）、単独

開発 共同開発（ファースト） 

50×Ｎ 

A－3－2 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 共著（セカンド以降）、共同開発（セカ

ンド以降） 

20×Ｎ 

A－3－3 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 分担執筆、開発構成員・協力者 

 

10×Ｎ 

 

A－4 FD活動 

＊報告書を提出したものに限定（要請があった場合は、コピー提出）。 

＊Ｂ:研究活動」に記載も可、但し重複記載はできない。 

A－４－1 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ グループ代表者 30×Ｎ 

A－４－2 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ グループ構成員 10×Ｎ 
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A－5学生の外部・内部発表指導（学生ゼミナール大会 等） 

A－5－1 各種ゼミナール大会 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

 A－5－1－① 他大学間交流 10×Ｎ 

 A－5－1－② 本学学友会主催ゼミ発表 10×Ｎ 

＊「Ｂ:研究活動」に記載も可、但し重複記載はできない。 

 

A－6 学生の学内・学外活動の指導・支援 

＊「Ｃ：地域・社会貢献」領域に記載も可。但し重複記載はできない。 

＊ 部活動・サークル顧問。但し，特別の指導・支援が認められる場合に限定。 

＊ 北信越地区以上の大会で優秀なる成績（団体・個人入賞）を収めた場合には２、地区予選を 

経て全国大会参加の場合には３，国外大会参加の場合には４を乗じて記載できる。 

＊ 報告書がある場合も重複記載しない。 

＊ 報告書が研究領域に属すると判断した場合は、「B－6」領域に記載可。但し，重複記載しな 

い。 

A－6－1 学内・外における各種活動の指導・支援（ボランティア、NPO

等） 

5×Ｎ 

A－6－2 学内・外における各種活動の指導・支援（部活動等） 

 

10×Ｎ 

A－6－3 学内における各サークル活動（顧問）の指導 10×Ｎ 

 

A－7 学生の学内学習・生活支援活動   

 ＊中・長期にわたる学生に対する学習の個別指導は、その他の「A－9 欄」に 「A－7－2」を 

指定して記入ください。 

A－7－1 オフィスアワー 

 

前期・後期にわけ１コマを１カウント 

           ＊Ｎはコマ数 

5×Ｎ 

A－7－2 長期学生相談 前期・後期で各１カウント 10×Ｎ 

  

A－8 学生の海外実習支援活動  

A－8－1 海外実習への引率 事前・事後指導を含む 30×Ｎ 

 国内社会実習支援活

動（引率） 

事前・事後指導を含む 15×Ｎ 

 

A－9 学友会等主催行事への参加指導（新歓・大学祭 等） 

 ＊参加のみは含まない。 

A－9－1 行事名 団体指導・参加 10×Ｎ 

 

 A －10 その他（＊ Ａ領域の中項目・小項目を追加して記載することも可） 

＊「A－1」欄 ～「A－9」欄にスペースの関係で記載できなかった事項の追加  

＊内容は該当領域に即して記載ください。 

 ＊点数配分は「A1－A9」の点数配分を鑑みて試算して申告ください。 

 ＊変更依頼はメールで行います。 

  

国内社会実習支援活動（引率）

は廃止された科目のため項目か

ら削除する。 
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Ｂ領域「研究業績」 

 

B－1 受賞（要請があった場合は、コピー提出）                 N=数 

＊テレビ・新聞等に登載された場合は、Ｃ「地域・社会貢献」領域に重複記載可。 

＊感謝状は含まない。                                      

B－1－1 国際・政府機関、国際・国内学会からの顕彰 80×Ｎ 

B－1－2 民間シンクタンク、財団、自治体、企業、研究団体からの顕彰 40×Ｎ 

 

B－2 論文（要請があった場合は、コピー提出） 

 ＊論文は、査読論文を原則とする。 

 ＊「B－2－3」（論文レベル３）には、本学の両学会論文も含む。 

 ＊研究所年報における論文・報告書は「B－6－2」に記載する。 

 ＊「B－2－4」（学会年次大会等の口頭発表論文）領域における国際会議、国際学会、政府機関で

の口頭発表論文は、２を乗じて記載できる Ｎ＝N*2。 

 ＊書評・ノートなどは、「B－2－3」に位置付ける。 

B－2－1 学術論文レベル１ 国際・国内学会誌に原著論文 ＊＊＊＊ 

 B－2－1－① 単著、共著（ファースト） 80×Ｎ 

 B－2－1－② 共著（セカンド以降） 30×Ｎ 

B－2－2 学術論文レベル２ 

 

学会誌に資料、ショートレター、プロ

シーデング論文として搭載（学会によ

って異なる） 

＊＊＊＊ 

＊＊＊＊ 

 B－2－2－① 単著、共著（ファースト） 50×Ｎ 

 B－2－2－② 共著（セカンド以降） 20×Ｎ 

B－2－3 学術論文レベル３ 大学紀要論文等、経済・人間科学学会

論文等、 

＊＊＊＊ 

 B－2－3－① 単著、共著（ファースト） 30×Ｎ 

 B－2－3－② 共著（セカンド以降） 10×Ｎ 

B－2－4 学会等年次大会等の口頭発表論文（学会研究会等も含む） ＊＊＊＊ 

 B－2－4－① 単著、共著（ファースト） 20×Ｎ 

 B－2－4－② 共著（セカンド以降） 10×Ｎ 

 

B－3 図書（要請があった場合は、一部分のコピー提出） 

＊「A－3」との重複記載はできない。 

B－3－1 学術専門図書 訳書を含む ＊＊＊＊ 

 B－3－1－① 単著、共著（ファースト） 100×Ｎ 

 B－3－1－② 共著（セカンド以降） 70×Ｎ 

 B－3－1－③ 章･節等の分担執筆 30×Ｎ 

B－3－2 その他の図書 一般図書、実践図書、テキスト的図書 ＊＊＊＊ 

 B－3－2－① 単著，共著（ファースト） 70×Ｎ 

 B－3－2－② 共著（セカンド以降） 40×Ｎ 

 B－3－2－③ 章･節等の分担執筆 20×Ｎ 
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B－4 雑誌（要請があった場合は、コピー提出） 

 ＊連名の場合は人数で除する。 

B－4－1 研究団体発刊雑誌、季刊雑誌等、商業雑誌 30×Ｎ 

 

B－5 特許（要請があった場合は、コピー提出） 

B－5－1 特許出願 出願年度 30×Ｎ 

B－5－2 特許登録 登録年度 80×Ｎ 

 

B－6 研究報告書（要請があった場合は、コピー提出） 

  ＊「Ｂ－７ 科研費研究」「Ｂ－８ 学外共同研究」「Ｂ－９ 学内共同研究」（主に学園内）の報

告書は、「Ｂ－６―２」のいずれかを選択して記載する。ネット公開のみも可。 

B－6－1 国際，政府機関 ﾚﾍﾞﾙ ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

 B－6－1－① 単著、共著（ファースト）、監修 70×Ｎ 

 B－6－1－② 共著（セカンド） 30×Ｎ 

 B－6－1－③ 共著（サード以降）、分担執筆 10×Ｎ 

B－6－2 地方行政機関、企業、財団、NPO、研究所 その他研究団体 ＊＊＊＊ 

 B－6－2－① 単著、共著（ファースト） 40×Ｎ 

 B－6－2－② 共著（セカンド） 15×Ｎ 

 B－6－2－③ 共著（サード以降）、分担執筆 5×Ｎ 

 

B－7 科研費研究（日本学術振興会）等 

＊私学助成も含む。 

＊研究期間が複数年にまたがる場合、継続中は記載可 

＊連携者、協力者は含まない。 

B－7－1 申請(申請年度のみ) ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

 B－7－1－① 申請代表者 20×Ｎ 

 B－7－1－② 分担者 5×Ｎ 

B－7－2 採択 継続中を含む ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊ 

 B－7－2－① 研究代表者 70×Ｎ 

 B－7－2－② 分担者 30×Ｎ 

  

B－8 学外共同研究 

    ＊研究期間が複数年にまたがる場合、継続中は記載可 

  ＊研究所所管の共同研究は、「B－9」に記載 

B－8－1 共同研究採択、 研究代表者 50×Ｎ 

B－8－2 共同研究分担者  20×Ｎ 

   

B－9 学内共同研究（主に学園、研究所） 

＊研究期間が複数年にまたがる場合、継続中は記載可 

B－9－1 共同研究採択、 研究代表者 30×Ｎ 

B－9－2 共同研究採択    分担者 10×Ｎ 
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B－10 学会員（24 条学会のみ） 

B－10－1 所属学会名   ・所属学会数×5 5×Ｎ 

 

B－11 その他 ＊B 領域の中項目・小項目を追加して記載することも可 

  ＊芸能（芸術、学芸）系は 「B－11」に記載ください。 

    ＊点数配分は「B 1－B 10」の点数配分を鑑みて試算して申告ください。 

 ＊変更依頼はメールで行います。 

＊要請があった場合は、関係資料のコピー提出 

＊芸能・学芸系とは、スポーツ、芸術、文化活動を示し、概ね以下の配点を規準とする。 

B－11 

その他  

芸能・学芸系・国際レベル（１） 
単独 11－1－-① 70×Ｎ 

 
協同 ・協働 11－1－② 50×Ｎ 

 

芸能・学芸系・国内レベル（２） 
単独 11－1－③ 50×Ｎ 

 
協同・協働 11－1－④ 30×Ｎ 

 
B－11 

その他 
博士号の取得   11－2 100×Ｎ 
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Ｃ領域 「地域・社会貢献」 

 

１．本学が中心となる社会貢献 

 （1）社会人学習等への貢献（①公開講座、講演会、②高校生を対象とした学部体験入学など） 

２．大学外での委嘱による社会貢献（①審議会・委員会等の実績、②委員等の名称・役割など） 

３．上記以外の公的社会活動の実績（国際機関、国・地方公共団体・学術団体等） 

 （①学会・学術団体：理事長・会長・部会長・理事・監事・運営委員・企画委員等、②学会・学術

団体等に対するその他の貢献：国際学会・シンポジウム開催等、③学会の特別委員会・機関誌・

雑誌の編集・論文の査読等） 

 

C－1 機関等活動 

＊各種研究団体の会員（構成員）が 300人を超える場合は、２を乗ずる。 

C－1－1 国際機関、政府機関の役職・委員等 ＊＊＊＊ 

 C－1－1－① 組織長、委員長、部会長レベル 80×Ｎ 

 C－1－1－② 副委員長、副会長、理事、事務局長等

レベル 

50×Ｎ 

 C－1－1－③ 事務局員、構成員レベル 30×Ｎ 

C－1－2 民間企業、地方自治体、財団、NPO、各種研究団体 ＊＊＊＊ 

 C－1－2－① 組織長、委員長、部会長等レベル 30×Ｎ 

 C－1－2－② 副委員長、副会長、理事、事務局長等

レベル 

20×Ｎ 

 C－1－2－③ 事務局員、構成員レベル 10×Ｎ 

 

C－2 学会活動 

＊「C－2－2－①②③」「C－2－3－①②③」領域を本学で実施（招聘）した場合は、２を乗ずる。 

＊「C－2－2－④」「C－2－3－④」において口頭発表した場合は、「B－2－4」（学会口頭発表）

との重複記載はしない。 

C－2－1 学会役員等 ＊＊＊＊ 

 C－2－1－① 学会長（全国レベル）  70×Ｎ 

 C－2－1－② 副会長 50×Ｎ 

 C－2－1－③ 支部長、理事、幹事、研究委員長レベ

ル 

30×Ｎ 

 C－2－1－④ 各種委員会の○○委員レベル 10×Ｎ 

C－2－2 学会年次活動 ＊＊＊＊ 

 C－2－2－① 実行委員長 50×Ｎ 

 C－2－2－② 副実行委員 30×Ｎ 

 C－2－2－③ その他の年次大会推進に関する委員 15×Ｎ 

C－2－3 学会支部大会、学会季刊大会、研究会等の開催 ＊＊＊＊ 

 C－2－3－① 実行委員長、開催実行責任者 20×Ｎ 

 C－2－3－② 実行副委員長、開催実行副責任者 15×Ｎ 

 C－2－3－③ その他、運営に関する委員 10×Ｎ 
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C－3 学会以外の研究会、研修会、講習会、講座開催等 

＊「C－4 講演」領域との重複記載はしない。 

  ＊他大学への非常勤講師関連は含まない。 

  ＊同一シリーズの場合は、N=1回とカウントする（毎回の会合数をカウントしない）。 

C－3－1 立案、実施責任者 20×Ｎ 

C－3－2 講師、座長等 10×Ｎ 

   

C－4 講演 

＊ 実演・実技も含む 

＊  同一シリーズの場合は、N=1回とカウントする（毎回の会合数をカウントしない）。 

C－4－1 国際機関、政府機関、国際・国内学会（基調講演レベル） 50×Ｎ 

C－4－2 一般講演（自治体，財団，研究団体，企業主催等） 20×Ｎ 

   

C－5 シンポジウム・パネルディスカッション（コーディネータも含む） 

C－5－1 国際機関、政府機関主催レベル 50×Ｎ 

C－5－2 国際・国内学会レベル 30×Ｎ 

C－5－3 自治体、財団、研究団体、企業、大学 主催等 10×Ｎ 

    

C－6メディア 

  ＊「C－6－5」（ホームページの公開）は本学のサーバーを利用し、教育活動、研究業績、社 

会的活動等を公開しているものに限定。 

C－6－1 全国放映特番レベル、全国紙特番レベル、全国ラジオ特番 40×Ｎ 

C－6－2 地方放映特番レベル、地方紙特番レベル、地方ラジオ特番 30×Ｎ 

C－6－3 全国版テレビ・新聞等のニュースレベル、雑誌対談レベル 20×Ｎ 

C－6－4 地方版テレビ・新聞・ラジオニュースレベル 10×Ｎ 

C－6－5 ホームページの公開 10×Ｎ 

   

C－7 大学間連携（大学コンソーシアム石川 等） 

＊「C－3」領域と重複記載しない。 

   ＊単位互換講座は 10点換算とする。 

C－7－1 専門部会長レベル 20×Ｎ 

C－7－2 専門部運営員レベル 副部会長も含む 10×Ｎ 

C－7－3 公開講座・講演 10×Ｎ 

   

C－8 その他＊ C 領域の中項目・小項目を追加して記載することも可 

 ＊内容は各領域に即して記載ください。 

＊点数配分は「C1－C7」の点数配分を鑑みて試算して申告ください。 

 ＊変更依頼はメールで行います。 
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Ｄ領域 「大学行政」 

D－1 役職 

＊兼務は 0.5を乗ずる。 

＊FD関連は含まない。                           配点 

D－1－1 学長（提出の必要なし） (100 ) 

D－1－2 副学長 70 

D－1－3 各学部長・第二経済学部長・大学院研究科長 50 

D－1－4 各部長・図書館長・研究所長 40 

D－1－5 各種委員長 室長 30 

D－1－6 部会・室構成委員 10 

 

D－2 委員会・プロジェクト活動                                                                      

D－2－1 委員会長・プロジェクト等の代表 20×Ｎ 

D－2－2 各委員会・プロジェクト構成員 10×Ｎ 

D－2－3 入試委員・就職等 ＊理事会等の特別委員会委員を含む 15×Ｎ 

 

D－3 入試関係業務     

D－3－1 入試問題作成委員（学長依嘱） 院問題作成委員（科長委嘱） 15×Ｎ 

D－3－2 試験監督・面接委員（5×N 回）Nは半日で 1とする。 5×Ｎ 

     

D－4 稲友会・県人会活動   

＊渡航しての海外活動は２を乗ずる。                                                                            

D－4－1 各種稲友会・県人会活動の世話・係り,活動参加(同窓会を含む) 10×Ｎ 

  

D－5 学生募集活動  

＊教員・保護者対象も含む。 

＊大学院説明会も含む。                                                                    

D－5－1 学校訪問（半日を１とする） 5×Ｎ 

D－5－2 学内・学外進学説明会（半日を１とする） 5×Ｎ 

   

D－6 学生の就職活動支援活動（保護者懇談会も含む）                                                                     

D－6－1 企業訪問（半日を１セグメントとする） 5×Ｎ 

D－6－2 学内・学外保護者懇談会 就職説明会 5×Ｎ 

   

D－7 出前講座（高校生対象） 

＊“公開講座”は原則として「Ｃ：地域・社会貢献」領域に記載する。 

   ＊“公開講座”のうち、“大学コンソーシアム石川関連は、「C－7」領域に記載する。）                                                                                          

D－7－1 出前講義（学内・学外）、オープンキャンパス模擬講義 10×Ｎ 

 

 

 

<以下の内容は現状と異なっているため削除> 

＊海外での試験監督・面接は（5×N回）に 2を乗ずる。  

＊ ＡＯ面接は 5×Ｎ（人数）。 
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D－8 高大連携シリーズ授業  

＊単発は 「D－3－1：その他」または、「D－7－1：出前講座」に記載し、10×Ｎ とする。                                                                   

D－8－1 シリーズ        30×Ｎ 

 

D－9 その他 

＊内容は各領域に即して記載ください。 

＊中項目・小項目を追加して記載可。 但し、点数の妥当性については、評価部で再確認 

 ＊変更依頼はメールで行います。 

 



　　　　　　　　　　　　　　提出用　業績評価表記入フォーマット
文字入力エリア

数値入力エリア

職種 ○○ 教員氏名

Ａ　領域　「教育活動」
Ａ－１　講義・演習・ゼミナール
Ａ－１－１ 担当科目数；１科目（２単位） 受講生数 受講生計

（　名）
１．
２．
３．
４．
５．
６．
７．
８．
９．
10．

（　名）
11．
12．
13．
14．
15．

（　名）
16．
17．
18
19

（　名）
20．
21．
22．
23
24．
25
26
27．
28．
29．

（　　名）
30．
31．
32．
33．
34

（　　名）
35．
36．
37．
38．

担当科目数Ｎ

二部延べ学生数／８　少数以下四捨五入
大学院延べ学生数

Ａ－２　論文指導 Ｎ
Ａ－２－１

Ａ－３　学生一般用テキスト・図書・メディアシステム開発等（開発年度）発行所
単・共著・分担等の区分 Ｎ

グループの代表・構成員 Ｎ

〈概要〉

〈前期担当科目一覧〉一部

〈前期担当科目一覧〉二部

〈前期担当科目一覧〉大学院

〈後期担当科目一覧〉一部

〈後期担当科目一覧〉二部

〈後期担当科目一覧〉大学院

グルークの構成員Ａ－４－２

グループの代表者

領域

Ａ－４－１

グループ名・テーマ グループ構成員数（名）

分担執筆、開発構成員、
協力者

Ａ－３－３

Ａ－３－１

〈概要〉

一部延べ学生数／10  少数以下四捨五入

Ａ－２－２

発行所テキスト・図書名領域

Ａ－１－２－②
Ａ－１－２－③

共著(ｾｶﾝﾄﾞ以降)、共同開
発(セカンド以降)

Ａ－１－２－①

単著、監修、共著(ﾌｧｰｽ
ﾄ)、単独開発、共同開発
(ﾌｧｰｽﾄ)

Ａ－３－２

Ａ－４　ＦＤ活動

Ｂ　「研究業績」

作成年月日：

本年度の重点領域

注　行・列の挿入及び削除をしないこと。

（注）　以後Ｎは倍率をかけないで入力してください。　それぞれの入力欄のコメントを確認しながら入力してください。



ｾﾞﾐﾅｰﾙの規模 Ｎ
他大学間交流
本学学友会主催ゼミ発表

活動名 Ｎ
ボランティア、ＮＰＯ等
部活動顧問・支援
学内における各サーク
ル活動（顧問）の指導

名　称 Ｎ
オフィスアワー
長期学生相談

活動名 Ｎ
海外実習への引率
国内社会実習支援活動

Ｎ

該当領域 点数

顕彰のグレード Ｎ
国際・政府機関、国際・国
内学会からの顕彰

〈概要〉
民間シンクタンク、財団、
自治体、企業からの顕彰

〈概要〉

論文レベル Ｎ

Ｂ－２－１－①
国際、国内学会誌　原著論文
単著・共著(ファースト)

Ｂ－２－１－②
国際、国内学会誌　原著論文
共著(セカンド以降)

学会誌に資料、ｼｮｰﾄﾚﾀｰ、ﾌﾟ
ﾛｼｰﾃﾞﾝｸﾞ論文として搭載　単
著・共著(ﾌｧｰｽﾄ)

学会誌に資料、ｼｮｰﾄﾚﾀｰ、ﾌﾟ
ﾛｼｰﾃﾞﾝｸﾞ論文として搭載　共
著(セカンド以降)

Ｂ－２－３－①
大学紀要論文等、経済学会
論文、人間科学学会等　単
著、共著(ファースト)

Ｂ－２－３－②
大学紀要論文等、経済学会
論、人間科学学会論文等　共
著(セカンド以降)

学会等年次大会等の口頭発
表論文（学会研究会等も含
む）　単著、共著（ファースト）

学会等年次大会等の口頭発
表論文（学会研究会等も含
む）　共著（セカンド以降）

書籍種類 Ｎ

Ｂ－３－１－①
学術専門書（翻訳を含む）：
単著、共著（ファースト）

Ｂ－３－１－②
学術専門書（翻訳を含む）：
共著（セカンド以降）

学術専門書（翻訳を含む）：
章・節等の分担執筆

一般図書、実践図書、テキス
ト的図書：単著、共著（ファー
スト）
一般図書、実践図書、テキス
ト的図書：共著（セカンド以
降）
一般図書、実践図書、テキス
ト的図書：章・節等の分担執
筆

Ａ－９－１

Ｂ－２　論文

顕彰名

Ａ領域の総計

Ｂ－３－２－①

Ｂ－３－２－③

Ｂ－３－２－②

Ｂ－３－１－③

書籍名

　

Ｂ－２－４－②

発行所（出版社名）、分担等の場合は執筆箇所・PP等

主催団体名、機関名
Ｂ－１　受賞

Ｂ－１－１

領域

Ｂ　領域　「研究業績」

Ａ－１０　その他
領域

Ａ－１０　：Ａ－１欄～　Ａ
－９欄にスペースの関
係で記載できなかった
事項の追加

内　容（該当領域に即して記載）

Ａ－９　学友会主催行事への参加指導(新歓・大学祭　等)

具体的内容

領域

Ａ－８－１

領域

行事名(列記)

領域 具体的内容
Ａ－７－１
Ａ－７－２

Ａ－８　学生の実習支援活動

Ａ－６　学生の学内・学外活動の指導・支援
領域 具体的内容

Ａ－７　学生の学内学習・生活支援活動

Ａ－６－１

Ａ－６－３

Ａー６－２

領域
Ａ－５－１
Ａ－５－２

大会名・内容
Ａ－５　学生の外部・内部発表指導（学生ｾﾞﾐﾅｰﾙ大会　等）

学術原著論文名領域

Ｂ－２－２－①

Ｂ－２－２－②

学術誌名称、学会名　Vol.　No.　PP等

Ｂ－３　図書
領域

Ｂ－１－２

Ｂ－２－４－①



単・連名区分 Ｎ
Ｂ－４－１
〈概要〉

出願年月日 Ｎ

〈概要〉

登録年度　 Ｎ
Ｂ－５－２
〈概要〉

レベル Ｎ

Ｂ－６－１－①
国際、政府機関レベル：単
著、共著（ファースト）、監修

Ｂ－６－１－②
国際、政府機関レベル：単
著、共著（ファースト）、監修

国際、政府機関レベル共著
（セカンド）

地方行政機関、企業、財団、
NPO、その他研究団体：単
著、共著（ファースト）、監修

地方行政機関、企業、財団、
NPO、その他研究団体：単
著、共著（ファースト）、監修：
共著（セカンド）

地方行政機関、企業、財団、
NPO、その他研究団体：共著
（サード以降）、分担執筆

Ｂ－７　科研費研究（日本学術振興会）等　準ずるものに限定　私学助成も含む
申請/採択 Ｎ

Ｂ－７－１－① 申請：申請者代表

Ｂ－７－１－② 申請：分担者

Ｂ－７－２－① 採択：代表者

Ｂ－７－２－② 採択：分担者

Ｂ－８　学外共同研究（主に学外）
Ｎ

〈概要〉

〈概要〉

Ｂ－９　学内共同研究（主に学園内  研究所関連）
Ｎ

〈概要〉

〈概要〉

N

該当領域 点数領域 該当項目に即して、内容説明

Ｂ－10－１

Ｂ－１１：Ｂ－１欄～　Ｂ
－１０欄にスペースの関
係で記載できなかった
事項の追加

所　属　学　会　（名学術会議　24条学会のみ）

Ｂ－１１　その他（＊　Ｂ領域の中項目・小項目を追加して記載することも可）

Ｂ－10　学会員（研究会、講演会参加を除く）
領域

Ｂ－９－２（分担者）

代表者氏名　共同研究者名　予算
Ｂ－９－１（代表者）

領域 題目・テーマ

Ｂ領域の総計

領域 代表者氏名　分担者、連携者名、協力者名　機関名　採択年度　総額等

Ｂ－８－１（代表者）

Ｂ－８－２（分担者）

題目・テーマ

Ｂ－６－１－③

発行所（機関名）、執筆箇所タイトル・PP等 概要

分野等
Ｂ－５－１

領域 申請題目

Ｂ－６－２－①

Ｂ－６－２－③

分野　年数　総額　等

Ｂ－６－２－②

登録題目領域 分野　登録記号・番号

Ｂ－５　特許
領域 特許出願・タイトル

Ｂ－４　雑誌
領域

領域

雑誌名・発行所（出版社名）・PP、Vol、No、月　等題　目

Ｂ－６　研究報告書



Ｃ　領域　「地域・社会貢献」

活動・役職レベル Ｎ

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

活動・役職レベル Ｎ

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

〈活動概要〉

参加人数（概数） Ｎ

〈活動概要〉

〈活動概要〉

参加人数（概数） Ｎ

国際機関、政府機関、国際・
国内学会（基調講演）：〈活動
概要〉

一般講演（自治体、財団、研
究団体、企業主催等）：〈活動
概要〉

参加人数（概数） Ｎ

国際機関、政府機関主催：
〈活動概要〉

国際、国内学会：〈活動概要〉

自治体、財団、研究団体、企
業主催：〈活動概要〉

Ｃ－５－3

Ｃ－５－２

領域 名　称 学会・機関・企業等の主催団体名　役割

Ｃ－５－１

Ｃ－５　シンポジュウム・パネルディスカッション・座長等（コーディネーターも含む）

Ｃ－４－２

Ｃ－３－２

Ｃ－３－１

Ｃ－４－１

領域

Ｃ－４　講演（実演、実技も含む）
領域 題目 学会・機関・企業等の主催団体名

役職・名称 機関・主催団体　役割等
Ｃ－３　学会以外の研究会、研修会、講習会、講座開催等

学会支部大会、学会季刊大
会、研究会等（実行委員長、
開催実行責任者）

Ｃ－２－３－③
学会支部大会、学会季刊大
会、研究会等（その他運営に
関する委員）

Ｃ－２－３－①

Ｃ－２－３－②
学会支部大会、学会季刊大
会、研究会等（実行副委員
長、開催実行副責任者）

Ｃ－２－１－④
学会役員等（各種委員会の
○○委員）

学会役員等（支部長、理事、
幹事、研究委員長、企画委員
長等）

国際機関、政府機関の役職、
委員等（組織長、委員長、部
会長）
国際機関、政府機関の役職、
委員等（副委員長、副会長、
理事、事務局長）

Ｃ－２－２－③
学会年次活動（その他年次
大会推進に関する委員）

学会年次活動（実行委員長）

Ｃ－２－２－②
学会年次活動（副実行委員
長）

名称

Ｃ－２－２－①

名　称

Ｃ－１－１－①

国際機関、政府機関の役職、
委員等（事務局員、構成員）

領域
Ｃ－２　学会活動

Ｃ－１－２－①

役職等

Ｃ－１－１－②

Ｃ－２－１－② 学会役員等（学会副会長）

民間企業・地方自治体・財
団・ＮＰＯ等（組織長、委員
長、部会長）

学会役員等（学会長）

Ｃ－１　機関等活動
領域

Ｃ－１－１－③

Ｃ－１－２－②

Ｃ－１－２－③

Ｃ－２－１－①

Ｃ－２－１－③

民間企業・地方自治体・財
団・ＮＰＯ等（事務局員、構成
員）

機関名、役職等

民間企業・地方自治体・財
団・ＮＰＯ等（副委員長、副会
長、理事、事務局長）



メディア種 Ｎ

全国放送特番、全国紙特番、
全国ラジオ特番：　（概要）

地方放映特番、地方紙特番、
地方ラジオ特番　（概要）

全国版テレビ・新聞等の
ニュース、雑誌対談　：（概

地方版テレビ・新聞・ラジ
オニュース　：（概要）

Ｎ

専門部会長レベル：（活動概要）

専門運営員レベル：（活動概要）

Ｎ

該当領域 点数

Ｎ

Ｎ

各小委員会、プロジェクト等
の代表：（活動概要）

各小委員会、プロジェクト等
の構成員：（活動概要）

入試委員・就職等：（活動概要）

Ｎ

Ｎ

活動概要

Ｄ－３－１

Ｄ－２　委員会・プロジェクト活動（理事会・学長・学部長委嘱のも含む）

教務部長、学生部長、入学部長、評価部長、図書館長、研究所長

Ｄ－４

面接委員

領域 名　称 役　割

試験監督
Ｄ－２－２

Ｄ－２－２

名　称

経済学部長、第二経済学部長、人間科学部長、大学院研究科長

Ｄ－４　稲友会・県人会・同窓会等

Ｄ－２－３

Ｄ－３　入試関係業務
領域 科目名・業務内容

問題作成委員：科目・領域の名称　（学部・院）

役職名

Ｄ－２－１

役割（代表・構成員種別）

各種委員長等
部会構成委員

領域

Ｄ－１－２
Ｄ－１－３
Ｄ－１－４
Ｄ－１－５
Ｄ－１－６

副学長

Ｃ領域の総計

Ｄ－１　役職
Ｄ　領域　「大学行政・管理運営」

領域 役職

学長Ｄ－１－１

Ｃ－８：Ｃ－１欄～　Ｃ－
７欄にスペースの関係
で記載できなかった事
項の追加

領域

Ｃ－７－３

講座・講演題目

領域 内　容　（各領域に即して記載）
Ｃ－８　その他（＊　Ｃ領域の中項目・小項目を追加して記載することも可）

会場　対象　参加人数（概数）　月日

名　称

領域 役職　等

Ｃ－７－２

Ｃ－７　大学間連携（大学コンソーシアム石川）
役職等

Ｃ－６　メディア

Ｃ－７－１

Ｃ－６－５ ホームページの公開：（本学サーバー利用のＵＲＬ）

Ｃ－６－３

Ｃ－６－４

Ｃ－６－１

Ｃ－６－２

領域 番組名・タイトル名 報道関係名称



Ｎ

Ｎ

講義題目 Ｎ

講義題目 Ｎ

該当領域 点数

Ｄ領域の総計

Ｄ－９　その他（＊　Ｄ領域の中項目・小項目を追加して記載することも可）
領域 各領域に即した内容説明

Ｄ－９：Ｄ－１欄　～　Ｄ
－８欄にスペースの関
係で記載できなかった
事項の追加

Ｄ－７　出前講座（高校生対象）　
領域 〈活動概要〉会場　人数　月日の記載を含む

Ｄ－８　高大連携シリーズ授業　
領域

Ｄ－７

Ｄ－６－１

Ｄ－６－２

Ｄ－６　学生の就職活動支援　
領域 名　称 〈活動概要〉　会場　月日　時間の記載を含む

Ｄ－５－１

Ｄ－５－２

名　称領域 〈活動概要〉　会場　月日　時間の記載を含む
Ｄ－５　学生募集活動　（教員・保護者対象も含む）

高等学校名

高等学校名 〈活動概要〉会場　人数　回数の記載を含む

Ｄ－８　



職種 教員氏名

領域 数（N） 点数
A-1-1 ×5

教育活動（A） 担当延べ学生数(一部)① A-1-2-① ×1

担当延べ学生数(二部)② A-1-2-② ×1

担当延べ院生数③ A-1-2-③ ×1

学部学生の卒論指導（１） A-2-1 ×5

修士論文指導（担当院生数）（２） A-2-2 ×15

単著、監修、共著(ファースト)、単独
開発、共同開発（ファースト）（１）

A-3-1 ×50

共著（セカンド以降）、共同開発(セカンド以降)（２） A-3-2 ×20

分担執筆、開発構成員、協力者（３） A-3-3 ×10

グループ代表者（１） A-4-1 ×30

グループ構成員（２） A-4-2 ×10

他大学間交流（１） A-5-1 ×10

本学学友会主催ゼミ発表（２） A-5-2 ×10

A-6-1 ×5

A-6-2 ×10

A-6-3 ×10

オフィスアワー（１）　１コマを１カウント A-7-1 ×5

A-7-2 ×10

学友会主催行事へ
の参加指導（新歓、
大学祭　等）(９)

A-9-1 ×10

総        計 点

B-1-1 ×80

研究業績（B） B-1-2 ×40

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）① B-2-1-① ×80

共著（セカンド以降）② B-2-1-② ×30

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）① B-2-2-① ×50

共著（セカンド以降）② B-2-2-② ×20

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）① B-2-3-① ×30

共著（セカンド以降）② B-2-3-② ×10

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）① B-2-4-① ×20

共著（セカンド以降）② B-2-4-② ×10

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）① B-3-1-① ×100

共著（セカンド以降）② B-3-1-② ×70

章・節等の分担執筆③ B-3-1-③ ×30

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）① B-3-2-① ×70

共著（セカンド以降）② B-3-2-② ×40

章・節等の分担執筆③ B-3-2-③ ×20

雑誌（４） 研究団体発刊雑誌、季刊雑誌等、商業雑誌（１） B-4-1 ×30

特許出願（１） 出願年度 B-5-1 ×30

特許登録（２） 登録年度 B-5-2 ×80

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）、監修① B-6-1-① ×70

共著（セカンド）② B-6-1-② ×30

共著（サード以降）、分担執筆③ B-6-1-③ ×10

単著、共著（ﾌｧｰｽﾄ）、監修① B-6-2-① ×40

共著（セカンド）② B-6-2-② ×15

共著（サード以降）、分担執筆③ B-6-2-③ ×5

申請者代表① B-7-1-① ×20

分担者② B-7-1-② ×5

研究代表者① B-7-2-① ×70

分担者② B-7-2-② ×30

B-8-1 ×50

B-8-2 ×20

B-9-1 ×30

B-9-2 ×10

×5

総        計 点

金沢星稜大学
本年度の重点領域 Ｂ　「研究業績」

学生の海外実習
支援活動（８）

事前・事後指導を含む

担当科目数；１科目（２単位）数（１）

担当学生数（２）

学生用テキスト・図書等の作成（開発年度）（３）

学会員(研究会、
講演会参加等を
除く）（10）

学生相談（２）　前期・後期で各１カウント

B-10-1
所属学
会名

共同研究協力者（２）
共同研究採択、研究代表者（１）
共同研究協力者（２）

論文指導（２）

学術論文レベル３（大学紀要論
文等、経済学会論文等）(３)

その他の図書（２）　一般図書、
実践図書、テキスト的図書

ＦＤ活動（４）

学内における各サークル活動（顧問）の指導（３）

その他追加事項（１０）

科研費研究（日本
学術振興会）等
（７）

学外共同研究（８）

学内共同研究（９）

その他追加事項（１１）

共同研究採択、研究代表者（１）

地方行政機関、企業、財団、
NPO、その他研究団体（２）

申請（１）

採択（２）

業績評価申告表

受賞（１）

論文（２）
査読論文を原則と
する

図書（３）

特許（５）

国際・政府機関、国際・国内学会からの顕彰（１）

○○

学会等、年次大会等の口頭発
表論文（学会研究会等も含む）

学術専門図書（１）　訳書を含む

行事名、　団体指導、　参加

×30 or×10

作成年月日：

実習への引率 海外（１）  国内(2) A-8-1

学生の外部・内部発表指導（学生
ゼミナール大会　等）

各種ゼミナール
大会（５）

学生の学外・学内
活動の指導・支援
（６）

領　　　　　　　　域

学内、外における各種活動の指導、支援（ボランティア、NPO等）（１）
学内、外における各種活動の指導、支援（部、サークル等）（２）

国際、政府機関レベル（１）

民間シンクタンク、財団、自治体、企業、研究団体からの顕彰（２）

学術論文レベル１(国際・国内学
会誌に原著論文)(１)
学術論文レベル2(学会誌に資料、
ｼｮｰﾄﾚﾀｰ、ﾌﾟﾛｼｰﾃﾞﾝｸﾞ論文として搭
載（学会によって異なる））(２)

学生の学内学習・
生活支援活動（７）

講義・演習・ｾﾞﾐﾅｰ
ﾙ（１）

研究報告書（６）



領域 数（N） 点数領　　　　　　　　域
組織長・委員長・部会長レベル① C-1-1-① ×80

地域・社会貢献（Ｃ） 副委員長、副会長、理事、事務局長レベル② C-1-1-② ×50

事務局員、構成員レベル③ C-1-1-③ ×30

組織長・委員長・部会長レベル① C-1-2-① ×30

副委員長、副会長、理事、事務局長レベル② C-1-1-② ×20

事務局員、構成員レベル③ C-1-1-③ ×10

学会長① C-2-1-① ×70

副会長② C-2-1-② ×50

支部長、理事、幹事、研究委員長レベル③ C-2-1-② ×30

各種委員会の○○委員レベル④ C-2-1-③ ×10

実行委員長① C-2-2-① ×50

副実行委員長② C-2-2-② ×30

その他年次大会推進に関する委員 C-2-2-③ ×15

実行委員長、開催実行責任者① C-2-3-① ×20

実行副委員長、開催実行副責任者 C-2-3-② ×15

その他運営に関する委員③ C-2-3-③ ×10

C-3-1 ×20

C-3-2 ×10

C-4-1 ×50

C-4-2 ×20

国際機関、政府機関主催レベル（１） C-5-1 ×50

国際、国内学会レベル（２） C-5-2 ×30

自治体、財団、研究団体、企業主催等（３） C-5-3 ×10

C-6-1 ×40

C-6-2 ×30

C-6-3 ×50

C-6-4 ×10

C-6-5 ×10

C-7-1 ×20

C-7-2 ×10

C-7-3 ×10

総        計 点

D-1-1 ×100

副学長（２） D-1-2 ×70

大学行政（Ｄ） D-1-3 ×50

D-1-4 ×40

D-1-5 ×30

D-1-6 ×10

D-2-1 ×20

D-2-2 ×10

D-2-3 ×15

D-3-1 ×15

D-3-2 N1×5＋N2×５

稲友会・県人会活動（４） D-4-1 ×10

D-5-1 ×5

D-5-2 ×5

企業訪問(半日を１セグメントとする)（１） D-6-1 ×5

学内・学外保護者懇談会　就職説明会（２） D-6-2 ×5

出前講座（高校生
対象）（7）

D-7-1 ×10

高大連携授業（８） D-8-1 ×30

総        計 点

各種稲友会、県人会活動の世話・係り、活動参加（１）

学内・学外進学説明会（２）

立案、実施責任者（１）

機関等活動（１）

学会活動（２）

試験監督、面接委員（5／回）（２）

各小委員会・プロジェクト等の代表（委員長）（１）

専門部会長レベル（１）

学長（１）

出前講義(学内・学外)、オープンキャンバス模擬講義（１）

シリーズ講座

部会構成委員（６）

専門部運営員レベル（２）
公開講座・講演（３）

学校訪問(半日を１セグメントとする)（１）

経済学部長、第2経済学部長、人間科学部長（19年度より）、大学院研究科長（３）

教務部長、学生部長、評価部長、図書館長、研究所長（４）

学会役員等（１）

学会年次活動（２）

学会支部大会、学会季刊大会、
研究会等の開催（３）

地方放映特番レベル、地方紙特番レベル、地方ラジオ特番（２）
全国版テレビ・新聞等のニュースレベル、雑誌対談レベル（３）

講師、座長等（２）

国際機関、政府機関、国際・国内学会（基調講演レベル）（１）
一般講演(自治体、財団、研究団体、企業主催等)（２）

ホームページの公開（５） 

その他追加事項(９)

学生の就職活動
支援活動（６）

国際機関、政府機関の役職・委
員等（１）

各小委員会・プロジェクト等の構成員（委員）（２）
入試委員・就職等（３）
入試問題作成委員（15／回）（１）

入試関係業務（３）

部会・委員会・プロ
ジェクト活動（２）

学生募集活動（５）

学会以外の研究
会、研修会、講習
会、講座開催等（3）

講演（４）

メディア（６）

その他追加事項

大学間連携（大学
コンソーシアム石
川等）（７）

役職（１）

シンポジウム、パネルディスカッション（コーディネー
タを含む）（５）

地方版テレビ・新聞・ラジオニュースレベル（４）

全国放映特番レベル、全国紙特番レベル、全国ラジオ特番（１）

各種委員長（５）



職種 ○○ 氏名

Ａ領域
Ｂ領域
Ｃ領域

Ｄ領域

点数

点数

点数

点数

個人別集計一覧表

５－２－①　個人別集計表（全体編）　

５－２－①　個人別集計表（詳細編）　

C　地域・社会貢献

Ｃ－１　機関等活動
Ｃ－２　学会活動
Ｃ－３　学会以外の研究会、講習会、研修会、
Ｃ－４　講演
Ｃ－５　シンポジュウム・パネルディスカッション等
Ｃ－６　メディア

○総合素点

○本年度の重点領域 Ｂ　「研究業績」

○領域別素点

領　域 領域中分類

Ａ　教育活動

Ａ－１　講義・演習
Ａ－２　論文指導
Ａ－３　学生用テキスト・図書等
Ａ－４　ＦＤ活動
Ａ－５　学生の内・外部発表指導
Ａ－６　学内・外活動指導・支援
Ａ－７　学内学習・生活支援活動

Ｂ－４　雑誌
Ｂ－５　特許
Ｂ－６　研究報告書
Ｂ－７　科学研究費等

Ａ－10　その他

Ａ－８　海外実習支援活動
Ａ－９　学友会活動指導・参加

Ａ領域小計

Ｃ－７　大学間連携

Ｂ領域小計

領　域 領域中分類

領　域 領域中分類

B　研究業績

Ｂ－１　受賞
Ｂ－２　論文

Ｄ－５　学生募集活動
Ｄ－６　学生の就職支援活動
Ｄ－７　出前講座等
Ｄ－８　高大連携授業

領　域 領域中分類

Ｄ領域小計

Ｃ－８　その他

Ｃ領域小計

Ｄ　大学行政

Ｄ－１　役職
Ｄ－２　部会、委員会、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ等
Ｄ－３　入試関係業務
Ｄ－４　稲友会、県人会等

作成年月日：

Ｄ－９　その他

Ｂ－３　図書

Ｂ－８　学外共同研究
Ｂ－９　学内共同研究
Ｂ－10　学会員
Ｂ－11　その他



     教員業績評価システムの入力を終えて: 総括・意見・申告票 

          学部【       】 名前【       】 

          2013年度の総合計【      】点   *2013年度部長職名【      】 

 

注 申告の領域総合計は800点。但し役職者は1,000点 配分表を参照ください。 

注 提出期間   「教員業績評価システムの入力・提出用」（エクセルファイル）と同じ 

Ａ：教育領域 当初の申告点【  】 2013年度の点数【  】 2014年度申告点【  】 

＜総括＞ 

 

 

 

 

＜意見＞ 

 

 

 

Ｂ：研究領域 当初の申告点【  】 2013年度の点数【  】 2014年度申告点【  】 

＜総括＞ 

 

 

 

 

＜意見＞ 

 

 

 

Ｃ：社会貢献領域 当初の申告点【  】2013年度の点数【  】2014年度申告点【  】 

＜総括＞ 

  

＜意見＞ 

 

 

 

Ｄ：大学行政領域 当初の申告点【  】2013年度の点数【  】 2014年度申告点【  】 

＜総括＞ 

 

 

 

 

＜意見＞ 

 

 

  点数の報告漏れが無いようにお願いします。未済部分がある場合は、返送します。 
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